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論文内容の要 ヒ三品
目

半月板横断裂を修復することは、半月板における環状の張力を維持するために必要な、

力学的整合性を復元するために重要である。半月板修復術の初期固定力は、半月板の治

癒に最も重要な要因の一つであるが、半月板横断裂に対する異なる修復方法での生体力

学上の構造特性はあまり知られていない。半月板のコラーゲン線維に対して斜めに縫合

する我々の考案した cross-suture法は、コラーゲン線維に対して平行に縫合する通常よく

行われる doublehorizontal suture法より、より強い固定力をもたらすと考えた。そこで、

人工膝関節全置換術（TKA）が行われた患者の新鮮な半月板 40例（2群で各群 20例）を使

用し、生体力学的実験を施行した。 Cross-suture群（groupA）は、断裂部より Smm、辺縁

より Smmと lOmmの 4点を交差するように縫合し、 doublehorizontal suture群は、 group

A と同じ 4点を平行に縫合した。縫合した半月板を SNから 30Nの間で反復引張試験を

行い、終了後に破断張力試験を行った。最大破断張力は、 groupAが 78.96士19.27N、group

Bが 68.16士12.92Nで cross-suture法の方が有意に高かった（pく0.05）。硬度もまた、 group

Aが 8.01土1.54N/mm、groupBが 6.46±1.12 N/mmで cross圃suture法の方が有意に大きか

った（pく0.05）。 500サイクルの反復引張試験後のクランフ聞の変位は、 groupAが 5.74士

1.84 mm、groupBが 8.56土2.39mmで cross-suture法の方が有意に小さかった（pく0.05）。

我々の考案した cross-suture法は、修復した半月板横断裂の力学的特性を有意に改良して

いた。半月板横断裂の修復において、 cross-suture法は高い安定性を獲得でき、若年者や

活動性の高い患者への有望な方法となりうることが考えられる。


